
















































Lesson Practice for Active Learning
—Practice and Method for “Subjective” ”Interactive” ”Deep Learning”—
三尾真琴（総合教育センター）










































































































































































































































































































































































































































































































































田 中 智 志・ 橋 本 美 保 監 修『 教 育 方 法 論 』
pp.98-99）．
９）学習指導要領第4章「総合的な学習の時間」
には，自分で課題を立て，情報を集め，整
理・分析して，まとめ・表現すること，学習
に主体的・協働的に取り組むこと，互いのよ
さを生かしながら積極的に社会に参画する態
度を養うことなどを目標に掲げている（文部
科学省『中学校学習指導要領（平成29年告
示）』p.159）．
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